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昨年に引き続き2回目となる、つるが男女参画フォ
ーラムがプラザ萬象で行われました。実行委員が演じ
た寸劇では、身近に起こっている男女共同参画の問題
を曾我廼家

そ が の や

福輔
ふくすけ

さんの語りに合わせておもしろおかし
く表現しました。また、敦賀気比高校の生徒が「男女
共同参画社会が進んでいるかどうか」というテーマで
肯定側、否定側に別れて討論を行いました。時には笑
いが起きるなど和やかな雰囲気の中、会場からもどん
どん発言があり、活発なフォーラムとなりました。

敦賀市スポーツ優秀選手、敦賀市体育協会優秀選手等の表彰
式がプラザ萬象で行われました。敦賀市スポーツ優秀選手には、
円盤投げで活躍した池田

いけ だ

達弥
たつ や

君（敦賀高校）をはじめ７人が、
また敦賀市体育協会優秀選手には、全国大会で活躍した２９団
体・個人１０２人が表彰されました。河瀬市長は「これからも
力いっぱい努力し、さらに上を目指し頑張ってください」とあ
いさつしました。

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を差
し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

室町時代から伝わる県指定無形民俗文化財の伝統行事「だの
せ祭り」が野坂神社、野坂公民館で行われました。この祭りで
は、「だのせのせのやー」の独特な掛け声の中、田打ち、田植
え踊りなどが行われ、男衆の力強い踊りで五穀豊穣を祈願しま
した。

１２日に満１００歳を迎える伊原
いは ら

はつさんのお宅
へ、河瀬市長が長寿のお祝いに訪れました。「世界一
の長寿を目指して、元気でいてください」とお祝いを
述べました。はつさんは、普段天気の良い日には草む
しりなどをする元気なおばあちゃんです。

図書館でおりがみ教室があり、小学生から年配の
方まで２４人が受講しました。このおりがみ教室は
今回で３回目。そのつど季節に合わせたものを作っ
ています。今回は、ひな祭り前とあって、美しい模
様の和紙を使っておひな様を折りました。講師の
松居
まつ い

よし栄
え

さん（８３歳）は「楽しんでおひな様を
折っていただこうと思います」とあいさつ。参加者
は「むずかしい」といいながら、初めて折るおひな
様を楽しそうに折っていました。

２００６年秋のＪＲ北陸線・湖西線直流化に向け、マナを使っ
た敦賀の特産物を作ろうと、試作会が黒河農村ふれあい会館で行
われました。市内の菓子職人を講師に招き、山地区の婦人会の方
が受講。マナを使ったお菓子に挑戦しました。マナはアブラナ科
の漬け菜の一種で、シャキシャキとした歯ざわりが特徴です。普
段は、漬物やおひたしにして食べます。今回は、「おやき」や
「蒸し饅頭」などにマナを入れ、手軽に食べてもらえる物を試作
しました。このお菓子は、３月２８日のマナ祭りでお披露目予定
です。



◎
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

納
税
者
が
、
自
分
の
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
と
、
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋

の
評
価
額
と
を
比
較
し
、
自
分
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
で
き
る
制
度
で
す
。

縦
覧
で
き
る
人

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者

②
納
税
者
の
代
理
人

※
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
み

を
納
税
す
る
人
が
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
、
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
み
を
納
税
す
る
人
が
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

提
示
い
た
だ
く
も
の

①
納
税
通
知
書
と
、
運
転
免
許
証
や

健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
が
で

き
る
も
の

②
納
税
者
の
委
任
状
と
、
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の

縦
覧
期
間

４
月
１
日

〜
４
月
30
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

縦
覧
場
所

市
役
所
課
税
課

◎
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

４
月
１
日
か
ら
通
年
で
、
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
登
録
事
項
を
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
で
き
る
資
産

▼
納
税
義
務
者

納
税
義
務
に
係
る
資
産

▼
借
地
借
家
人
等

権
利
目
的
の
土
地
、
家
屋

閲
覧
で
き
る
人
お
よ
び
提
示
い
た
だ

く
も
の

縦
覧
を
す
る
場
合
と
同
じ

※
借
地
借
家
人
等
は
賃
貸
借
契
約
書

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

閲
覧
手
数
料

１
件
２
０
０
円

※
納
税
義
務
者
は
縦
覧
期
間
中
は
無

料
で
す
。

問
合
せ

課
税
課
　

22
・
８
１
０
８

や
ま
び
こ
園
で
は
、
不
要
布
を
裁
断

し
て
ウ
エ
ス
布
（
工
場
等
で
、
機
械
等

を
拭
く
た
め
の
布
）
に
す
る
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
古
く
な
り
、
不
要
と
な

っ
た
シ
ー
ツ
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
洗
濯

ず
み
の
綿
製
品
が
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て

い
ま
し
た
ら
、提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

や
ま
び
こ
園

21
・
１
１
３
３

15

看
護
師
、
准
看
護
師
の
養
成
施
設
へ

の
修
学
を
支
援
す
る
た
め
、
修
学
資
金

を
貸
与
し
ま
す
。

【
対
　
象
】

卒
業
後
、
敦
賀
市
内
で
看
護
師
等
と

し
て
従
事
し
よ
う
と
す
る
方
で

▼
市
立
看
護
専
門
学
校
に
在
学
す
る

学
生

▼
市
外
の
養
成
施
設
に
在
学
し
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
学
生
（
養
成

施
設
に
入
学
の
た
め
市
外
に
転
出

し
た
学
生
を
含
む
）

【
貸
与
額
】

▼
修
学
金
と
し
て

看
護
師
　
　
月
額
３
万
円

准
看
護
師

月
額
１
万
５
千
円

▼
入
学
準
備
金
と
し
て

・
市
立
看
護
専
門
学
校
に
入
学
す

る
学
生
は
10
万
円

・
右
記
以
外
の
学
生
は
、
看
護
師

６
万
円
、
准
看
護
師
３
万
円

【
貸
与
期
間
】

正
規
の
修
学
期
間
と
し
、
申
請
の
あ

っ
た
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。
入
学
準
備

金
は
入
学
年
度
の
４
月
申
請
者
に
限
り

ま
す
。

【
返
還
免
除
】

養
成
施
設
を
卒
業
後
、
１
年
以
内
に

看
護
師
等
の
免
許
を
取
得
し
、
市
内
で

看
護
師
等
と
し
て
貸
与
相
当
期
間
引
き

続
き
従
事
し
た
と
き
は
、
修
学
資
金
の

返
還
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
将

来
貸
与
条
件
に
合
わ
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
修
学
資
金
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
申
請
手
続
】

▼
市
立
看
護
専
門
学
校
生
は
同
校
事

務
局
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
他
の
学
生
に
つ
い
て
は
、
４
月
９

日

ま
で
に
所
定
の
書
類
（
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
と
、

合
格
証
明
書
か
在
学
証
明
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
貸
与
が
開
始
さ
れ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
更
新
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

25
・
５
３
１
１

４
月
１
日
は
「
表
示
登
記
の
日
」

と
　
き

４
月
１
日

10
時
〜
16
時

と
こ
ろ

プ
ラ
ザ
萬
象

問
合
せ

山
田
正
人
ま
さ
ひ
と

事
務
所

22
・
８
７
６
９

14

４月１日（木）～４月１５日（木）
金崎宮境内

春の恒例行事であ
る「花換まつり」が、
桜の名所金崎宮で開
催されます。
花換まつりは伝統

的でロマンチックな
祭りで、桜の小道を歩きながら「花換えまし
ょう」と、お互いに声を掛け合い、桜の小枝
を交換することにより思いを伝えたといわれ
ています。「花換え」をしたカップルは将来幸
せに恵まれるといわれ、毎年大勢の若者が訪
れています。
期間中はイルミネーションタワーが常設さ

れ、恋の成就祈願祭をはじめ多くのイベント
が開催されます。ぜひ、お越しください。
問合せ 敦賀観光案内所　 ２１－８６８６

と　き ４月４日（日）

１１時までに金崎宮参集所に集合
１１時１５分から祈願祭開始

参加資格 和服姿で参加できる未婚の女性
募集人数 先着５０人
応募方法 はがきに、住所・氏名・生年月日・電

話番号を明記の上、申し込みください。
応募締切 ３月２６日（金）（当日消印有効）
その他 福井テレビ「おかえりサタデー」のスク

ラッチ田中との記念写真や懇親会、参加
者の中から抽選で１人に５万円分の旅行
券をプレゼント

問合せ・申込先 〒９１４－８５０１
敦賀市中央町２丁目

１－１
敦賀市役所内

敦賀観光協会事務局
２２－８１６７

介護保険の被保険者は、年齢により第１号被保険
者と第２号被保険者の２種類に分かれます。今回は
この第２号被保険者について説明します。

第１号被保険者とは・・６５歳以上の高齢者
第２号被保険者とは・・４０歳以上６５歳未満の医

療保険加入者（被保険者、組合員等、被扶養者）

第２号被保険者は、どんなときに介護サービス
を利用できるのですか？

老化が原因とされる病気（※特定疾病）がもと
で、日常生活を送るために介護や支援が必要と
介護認定審査会で認定された場合に、介護サー
ビスが利用できます。

※老化が原因とされる病気（特定疾病）

初老期における痴ほう 脳血管疾患（脳出血、
脳梗塞等） 筋萎縮性側索硬化症 パーキンソ
ン病 脊髄

せきずい

小脳変性症 シャイ・ドレーガー症
候群 糖尿病性神経障害、糖尿病性腎症および
糖尿病性網膜症 閉塞性動脈硬化症 慢性閉塞
性肺疾患 両側のひざ関節または股関節に著し
い変形を伴う変形性関節症 慢性関節リウマチ
後縦靱帯

じんたい

硬化症 脊柱管狭窄
さく

症 骨折を伴う
骨粗しょう症 早老症

第２号被保険者の保険料はどのように納めるの
ですか？

第２号被保険者は、介護保険料を保険者（市町
村）に直接納めることはありません。
健康保険・国民健康保険等の各医療保険者が全
国平均の負担額に基づき、介護保険料を医療保
険料に上乗せして徴収し、一括して納付します。
また、保険料額の１／２は、健康保険の場合は
事業主が、国民健康保険の場合は国が負担して
います。

問合せ 長寿福祉課　 ２２－８１８０



申
込
み

３
月
31
日

ま
で
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
傷
害
保
険

料
と
し
て
５
０
０
円
必
要
）

問
合
せ
・
申
込
先
　
武
道
館

25
・
５
８
２
０

家
族
で
や
き
も
の
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

と
　
き

毎
月
第
２
日
曜
日10

時
〜
12
時

期
　
間

４
月
〜
12
月（
10
月
は
除
く
）

と
こ
ろ

こ
ど
も
の
国

定
　
員

各
20
人
（
当
日
、
10
時
30
分

ま
で
受
付
）

参
加
料

１
人
、
粘
土
５
０
０
ｇ
に
つ

き
２
０
０
円

※
作
品
は
１
カ
月
後
に
お
渡
し
し
ま

す
。

問
合
せ

こ
ど
も
の
国

環
境
基
本
計
画
そ
の
他
環
境
の
保
全

等
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
に
つ
い

て
、
調
査
・
審
議
す
る
敦
賀
市
環
境
審

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
委
員
の

任
期
は
２
年
で
す
。

募
集
人
数

５
人

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

職
業
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

環
境
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
（
４

０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程

度
）
を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
締
切

４
月
９
日

（
必
着
）

問
合
せ
・
申
込
先

〒
９
１
４
・
８
５
０
１

敦
賀
市
中
央
町
２
丁
目
１
ー
１

敦
賀
市
役
所
環
境
課22

・
８
１
２
１

17

現
在
開
催
し
て
い
る
常
設
展
「
春
季

館
蔵
品
展
」の
一
部
が
展
示
替
の
た
め
、

休
館
と
な
り
ま
す
。

休
館
日

４
月
27
日

※
展
示
替
の
資
料
に
つ
い
て
は
当
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
４
月
か
ら
掲
載

し
ま
す
。

問
合
せ

市
立
博
物
館

25
・
７
０
３
３

敦
賀
市
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
う
り
や
市
が
始
ま
り
ま
す
。

と
　
き

３
月
12
日

〜
12
月
27
日

の
毎
月
２
日
・
12
日
・
22
日

７
時
〜
10
時

と
こ
ろ

白
銀
町
（
明
治
安
田
生
命
ビ

ル
前
）

内
　
容

敦
賀
市
で
生
産
さ
れ
た
新
鮮

野
菜
や
花
の
販
売

問
合
せ

嶺
南
振
興
局
二
州
農
林
部
農

業
普
及
振
興
課22

・
５
０
２
７

と
　
き

３
月
28
日

12
時
〜
16
時

と
こ
ろ

松
原
公
民
館

内
　
容

茶
席
　
一
席
２
５
０
円

※
当
日
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▼
裏
千
家
　
白
百
合
会
　
翠
静
会

▼
表
千
家
　
春
峰
会
　
　
映
和
会

問
合
せ

敦
賀
市
文
化
協
会

21
・
２
２
２
９

◎
ペ
ン
字
・
筆
ペ
ン
講
座
（
初
級
）

と
　
き

毎
週
火
曜
日

（
開
講
は
４
月
６
日

か
ら
）

◎
趣
味
の
園
芸

（
盆
栽
・
草
花
の
鉢
植
え
）
講
座

と
　
き

毎
月
第
２
日
曜
日

（
開
講
は
４
月
11
日

か
ら
）

い
ず
れ
も

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

時
　
間

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

定
　
員

各
35
人

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
の
実

費
が
必
要
）

問
合
せ
・
申
込
み

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

25
・
８
３
１
８

16

�
敦
賀
観
光
協
会
で
は
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と
し
た
種
々
の
行
事
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
「
観
光
敦
賀
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数

３
人

活
動
期
間

７
月
１
日

〜
平
成
17
年
６
月
30
日

応
募
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

▼
福
井
県
内
に
在
住
し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
平
成
16
年
４
月
１
日

現
在
）
の
方
（
高
校
生
を
除
く
）

▼
観
光
敦
賀
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
と
し
て
、
県
内
外
で
宣
伝
活
動
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
る
方

▼
明
朗
か
つ
健
康
な
方

▼
他
の
市
町
村
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
隊
等
に
選
ば
れ
て
い
な
い
方

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
写
真

（
３
カ
月
以
内
、
サ
ー
ビ
ス
判
で
全
身
と
上
半
身
の
写
真
各
１
枚
）

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
お
よ
び
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
、
持
参
ど
ち
ら
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

応
募
締
切

４
月
30
日

（
当
日
消
印
有
効
）

賞

選
出
さ
れ
た
方
に
は
賞
金
10
万
円
を
、
応
募
者
全
員
に
特
産
品

等
を
贈
呈

問
合
せ
・
申
込
先

〒
９
１
４
・
８
５
０
１

敦
賀
市
中
央
町
２
丁
目
１
ー
１

敦
賀
市
役
所
内

敦
賀
観
光
協
会
事
務
局

22
・
８
１
６
７

と　き ４月３日（土） １４時～

と　き ４月１７日（土） １４時～

と　き ４月２４日（土） １４時～



そ
り
ょ
う
せ
い
し
ょ
ぼ
ん

西
村

に
し
む
ら

久
雄

ひ
さ
お

今
年
は
、
当
家
で
昭
和
９
年
に
、
山
本
や
ま
も
と

計
一
け
い
い
ち

氏
、
吉
田
よ
し
だ

元
は
じ
め

氏
ら
に

よ
り
素
龍
清
書
本
が
発
見
さ
れ
て
70
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、

清
書
本
が
完
成
し
て
３
１
０
年
目
（
同
年
芭
蕉
没
で
没
後
３
１
０
年

で
も
あ
る
）
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

芭
蕉
が
５
年
と
い
う
歳
月
を
か
け
推
敲
を
重
ね
、
能
書
家
柏
木
か
し
わ
ぎ

素
龍
そ
り
ょ
う

に
依
頼
し
清
書
さ
せ
た
素
龍
本
。
没
後
遺
言
に
よ
り
去
来
き
ょ
ら
い

に
渡

り
、
そ
の
後
数
人
の
手
を
経
て
西
村
家
に
渡
り
約
２
０
０
年
経
過
し

ま
し
た
。

当
家
は
、
天
正
８
年
に
こ
の
地
に
住
み
着
き
開
拓
し
、
藩
政
時
代

に
は
米
問
屋
を
営
み
、
女
留
番
所

お
ん
な
ど
め
ば
ん
し
ょ
を
も
勤
め
ま
し
た
。
代
々
孫
兵
衛

を
名
乗
り
、
当
家
か
ら
野
鶴
や
か
く

、
自
得
じ
と
く

と
い
っ
た
俳
人
も
出
て
お
り
、

私
で
16
代
目
に
当
た
り
、
４
２
０
年
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

素
龍
が
清
書
し
、
芭
蕉
が
頭
陀
袋

ず
だ
ぶ
く
ろ

に
入
れ
て
持
ち
歩
き
、
去
来
が

手
に
し
、
３
１
０
年
と
い
う
間
に
、
何
人
の
手
に
触
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
完
全
な
形
で
現
在
ま
で
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
素
材

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
時
々
の
人
々
が
大
切
に
扱
い
、
大
事
に

受
け
継
い
で
き
た
結
果
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
47
年
に
は
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
先
人

が
残
し
た
文
化
遺
産
を
後
世
に
そ
の
ま
ま
の
形
で
伝
承
す
る
こ
と
が
、

所
蔵
者
と
し
て
の
最
大
の
責
務
で
あ
る
と
痛
感
し
、
今
後
も
大
切
に

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

港
都
つ
る
が

が
企
画
し
て
い
る
素
龍
清
書

本
の
復
刻
に
つ
い
て
は
、
貴
重
な
文
化
財
を
保

護
す
る
と
い
う
観
点
と
敦
賀
の
歴
史
・
文
化
の

全
国
的
な
発
信
と
い
う
意
味
か
ら
も
協
力
を
惜

し
ま
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
　
港
都
つ
る
が
株
式
会
社
　

20
・
０
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
や
社
会
教
育
活
動
を
行
う

団
体
の
、
団
員
・
指
導
者
が
安
心
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
に
、
傷
害
保
険
・
賠

償
責
任
保
険
・
共
済
見
舞
金
制
度
を
組

み
合
わ
せ
た
保
険
で
す
。

保
険
期
間

４
月
１
日

〜
平
成
17
年
３
月
31
日

申
込
み

加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
掛
け
金
と
一
緒

に
福
井
銀
行
窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
依
頼
書
は
福
井
銀
行
各
店
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設

等
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

22
・
８
１
５
５

恩
給
欠
格
者
、
引
揚
者
の
皆
さ
ん
に

慰
藉
の
念
を
示
す
た
め
、
内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
な
お
、

ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

請
求
書
類
は
、
福
祉
保
険
課
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に
請
求
さ
れ
た

方
は
重
ね
て
請
求
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事

業
特
別
基
金

０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp/

1819

謹んでお悔やみ申し上げます。
１月３１日～２月２７日

（敬称略）

泉ケ丘　竹腰　いさ（87） 金　山　中村　うの（88）
ひばりケ丘 波多野はつ子（73） 野　坂　棟田　正二（90）
岡山２　渡邊　幸夫（72） 清水１　大島　洋子（51）
中　　小坂　　勲（74） 泉ケ丘　吉村　ひさ（87）

櫛川２　久保　幸保（84） 呉竹２　藤本よ志枝（84）
清水２　植本　義男（93） 桜ケ丘　内田　　昭（31）
深山寺　納谷仁兵衞（80） 元　町　吉田　イシ（88）
舞崎町　吉村喜久雄（70） 新松島　木村　とめ（88）
道　口　酒井　　進（63） 清水２　瀧澤　久延（84）
和久野　板谷　さよ（100） 野　坂　縄手　　満（70）
若葉３　田辺　正雄（83） 鳩　原　木村　清治（53）
神楽１　柿谷　悦子（88） 和久野　白木　三藏（83）
泉ケ丘　重金　　豊（68） 松島２　上塚千代子（69）
杉　津　上野　定雄（61） 相生町　喜澤　友造（76）
新松島　鈴木　茂保（84） 舞崎２　 岡　 一（79）
公文名　山本　正男（69） 角鹿町　二ツ矢きみ（76）
小　河　田中不二男（67） 鳩　原　堀口　正則（55）
本町１　藤野　敏子（78） 長　沢　加藤　明正（53）
若葉３　森久　梅造（62） 本町２　紺谷　保夫（58）
山　　下原きみゑ（99） 萩野町　田中千代の（76）

古田刈　大家　佑治（59） 鉄輪２　谷口　敏子（73）
本町２　中野 敏雄（80） 沢　　石倉　昭三（67）
中　　小坂ふじゑ（74）

�

４月１日(木)・15日(木)

４月14日(水)・28日(水)

�

ポー・トン�
　　　　（中央１）�

４月20日(火)・27日(火)

４月７日(水)・21日(水)

�

毎　日（第１・３土曜日は休み）�

13時30分�
　～15時30分�

10時～17時�

10時～14時�

８時30分�
　　～21時�

福祉総合センター�
「あいあいプラザ」�
　（東洋町・�
　　蕁２２－３１３３）�

毎週火～日曜日�
（第３日曜日は休み）�

毎週月～金曜日�

９時～17時�

10時～15時�

ハートフル・スクール�
（鋳物師町 蕁２２－７０７２）�

蕁２２－８１５１�
　　（ハートフル・スクール）�
蕁２２－１４６０�
　　　（晴明保育園）�
蕁２１－１１５１�
（子育て支援センター準�
　備室＜南公民館内＞）�

毎週月～金曜日�
（土曜日は午前中）�

４月28日(水)

４月６日(火)

４月14日(水)

13時45分�
　～15時30分�

13時30分�
　～15時30分�

13時30分�
　～15時30分�

10時～14時�

13時～16時�

� �

建築士、理学（作業）�
療法士が自宅へ伺います�

４月11日(日)・25日(日)
相談日の１週間前までに建築住�
宅課へ申し込みください�
　蕁２２－８１４１�

毎週火、木、金、土曜日�
女性相談員が相談を受けます�

男女共同参画課�
（三島町２ 蕁２３－５４１１）�

９時～17時�

※の相談は、国民の祝日・振替休日は休みとなります。�

※�

※�

※�

毎週月～金曜日�

※�

 少年愛護センター�
（東洋町・薔 0120－090523）�

４月７・14・21・28日(水)

４月７日(水)・21日(水)

�
　休日急患センター　（中央２　蕁 25ー5311）�
　�
　市立敦賀病院　　（三島１　蕁 22ー3611）�
�

３月14日　林 　 病 　 院（木　崎　蕁 22ー0953）�
３月20日　山本整形外科医院（三島３　蕁 23ー5477）�
３月21日　国 立 福 井 病 院（桜ケ丘　蕁 25ー1600）�
３月28日　泉 ケ 丘 病 院（泉ケ丘　蕁 22ー7700）�
４月４日　神谷整形外科医院（清水２　蕁 22ー4874）�
４月11日　いちはし整形外科（櫛　林　蕁 20ー1825）�
４月18日　加藤胃腸科医院（新松島　蕁 25ー6888）�
４月25日　泉 ケ 丘 病 院（泉ケ丘　蕁 22ー7700）�
４月29日　和 久 野 医 院（和久野　蕁 22ー3080）�
＊いずれも診療時間は９時～12時、13時～17時です。�
　受診の際は必ず健康保険証および内服中の薬がある場合は�
　内服薬または薬剤名を書いた紙等を持参してください。�
＊外科系医は都合により変更する場合がありますので、�
　あらかじめ電話で確認してください。�

３
月
26
日

14
時
〜
16
時

市
立
敦
賀
病
院

４
月
２
日

10
時
〜
16
時

Ｊ
Ａ
つ
る
が
（
本
店
）

４
月
13
日

10
時
〜
16
時

（
13
時
〜
14
時
は
休
み
ま
す
）

市
役
所

４月１日 ～　市役所市民ホール

澤崎
さわ ざ き

勢一
せ い い ち

舟木
ふ な き

和子
か ず こ

〈敦賀南涛会〉

寝
た
ば
こ
は

「
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
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今
月
の
表
紙

山
区
の
稲
荷
神
社
で
行
わ
れ
た
「
初

午
祭
り
」。
早
朝
、
冷
た
い
風
が
吹
く
中
、

ゴ
ク
カ
キ
と
呼
ば
れ
る
男
衆
８
人
が
神

社
近
く
の
親
水
広
場
の
池
で
身
を
清
め

ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
身
御
供
役
の

山
内
や
ま
う
ち

杏
花
き
ょ
う
か

ち
ゃ
ん
（
６
歳
）
を
囲
み
本

殿
へ
向
か
い
、
五
穀
豊
穣
・
無
病
息
災

を
祈
願
し
ま
し
た
。

人口 69,233人（前月比31人減）男 33,793人 女 35,440人 世帯数 26,345世帯（平成16年2月27日現在）

▼
ご
み
、
１
日
に
一
人
で

１
㎏
も
出
し
て
い
る
ん
で

す
ね
。
自
分
で
は
結
構
分

別
し
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
も
う
一

度
見
直
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
ダ

イ
エ
ッ
ト
は
い
つ
も
挫
折
ば
か
り
し
て
、

「
ま
、
い
っ
か
あ
。
明
日
か
ら
」
で
済
ま

せ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
み
の
減
量
は
、
今

日
か
ら
始
め
ま
す
。
(A)

▼
疋
田
の
通
称
「
舟
川
委
員
」
さ
ん
を

取
材
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
皆
さ
ん
の
い

き
い
き
と
し
た
眼
の
輝
き
が
と
て
も
印

象
的
で
し
た
。
苦
労
話
を
聞
く
の
で
す

が
、「
苦
労
な
ん
て
思
わ
ん
」
と
、
あ
っ

さ
り
。
お
話
を
聞
い
て
い
て
も
、
そ
れ

に
取
り
組
む
熱
意
が
す
ご
く
伝
わ
っ
て

き
て
、
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。
(T)


